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野生稲の保護′

蒙に刻み込む
自生地の御影石にもみなど表現
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御影石に彫られた野生
稲のもみ＝オーストラ
リア北部準州、いずれ
も田辺光彩美術館提供
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未
完
成
の
彫
刻
制
作
再
開
へ

減
少
す
る
野
生
稲
の
自
生
地

を
守
ろ
う
と
、
彫
刻
で
訴
え
て

き
た
横
浜
市
出
身
の
故
・
田
辺

光
彰
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
、
彫

刻
家
2
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
残
さ
れ
た
田
辺
さ
ん
の
未
完

成
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
と
豪
政
府

の
蒙
目
交
流
基
金
助
成
金
を
受

は
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

作
品
が
あ
る
の
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
北
部
準
州
の
中
心
都

市
ヌ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
南
へ
約
4
0

㌔
の
湿
地
帯
。
野
生
稲
の
自
生

地
だ
。
昨
年
、
7
6
歳
で
亡
く
な

っ
た
田
辺
さ
ん
は
、
地
表
に
出

た
御
影
石
に
当
局
の
詐
可
を
得

て
約
1
0
年
前
か
ら
作
品
を
彫

り
、
1
0
点
ほ
と
の
彫
刻
が
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
田
辺
さ
ん

の
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
彫
刻

家
2
人
が
、
未
完
成
の
作
品
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

も
み
を
表
現
し
た
彫
刻
で

は
、
長
さ
約
8
2
㍍
に
わ
た
る
大

作
も
あ
る
。
野
生
稲
の
も
み
の

特
徴
で
あ
る
、
種
子
の
先
端
に

あ
る
突
起
状
の
長
い
コ
亡
」
も

表
現
さ
れ
て
い
る
。
自
生
地
を

守
る
に
は
、
そ
の
地
に
生
息
す

る
他
の
生
物
も
保
護
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
、
ア
リ
や
ク

モ
、
ト
カ
ゲ
、
幼
虫
な
ど
も
作

品
の
題
材
に
な
っ
て
い
る
。

田
辺
さ
ん
は
多
摩
美
術
大
で

彫
刻
を
学
び
、
彫
刻
の
モ
チ
ー

フ
を
探
す
中
で
5
0
年
ほ
と
前
に

野
生
稲
を
知
っ
た
。
乱
開
発
で

野
生
稲
の
自
生
地
が
減
っ
て
い

く
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
作

品
で
保
存
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

横
浜
市
青
葉
区
な
と
、
国
内
に

も
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
市
港
北
区
下
田
町
の
日

吉
の
森
庭
園
美
術
館
に
は
、
田

辺
さ
ん
の
作
品
や
野
生
稲
に
関

す
る
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
田
辺
さ
ん
の
長
男
で
学
芸

員
の
陵
光
さ
ん
（
4
6
）
は
、
「
コ

メ
は
人
類
の
貴
重
な
食
料
で
あ

り
、
野
生
稲
は
品
種
改
良
の
可

能
性
を
広
げ
る
。
そ
の
保
護
は

人
類
の
生
存
を
か
け
た
重
要
な

使
命
だ
」
と
話
す
。

（高木和男）


